
ハヤマ運輸様では社長の強いリーダシップにて積極的にIT化に取り組み、輸送業務の「安全確保」、お客
様の「信頼確保」、社員への「報い」に邁進しています。社長の情熱が感じられ、すばらしいと思います。 

システム開発サポート 代表 ITコーディネータ 土屋 守 氏 

配送処理自動化で納期遅れを1/4に！  
ハヤマ運輸株式会社  
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社名 ： ハヤマ運輸株式会社   URL：http://www.hayamatransport.co.jp 
代表者名 ： 葉山 晋一  運輸部 TEL ：0567-55-1451  
設立 ： １９７１年１１月１２日    FAX ：0567-55-0381 
資本金 ： １,０００万円  冷蔵部 TEL ：0567-55-1601 
売上高 ： ８億円（２０１５年度）    FAX ：0567-55-0401 
従業員数 ： ４６名（２０１５年度） 
事業内容 ： 一般区域貨物自動車運送事業 自動車運送取扱事業 倉庫業（保税貨物取扱い） 
食料品の売買 水産食料品・冷凍食料品・畜産食料品 生鮮食料品の加工販売 
惣菜の製造、加工販売  
上記各号に附帯する一切の業務 

＜目的＞ 
 社会環境や生活様式の変化によって求められるサービスの多様化や輸送時間の短縮、鮮度保証といった
新たなニーズへの挑戦が必要とされる一方で、安全運転や安心輸送、そして拘束時間の短縮は輸送業界の
最大のテーマであり、最大の価値でもある。これらを同時に解決するため、IT経営への変革を断行。 
 
＜概要＞ 
・配車作業の自動化で対応時間の短縮化と輸送手配ミスの削減 
・車両走行データのデジタルデータを活用して車両単位に安全を確保 
・データ分析・情報分析ツールの活用により売上情報分析をリアル化 
 
＜効果＞ 
・配送指示、配送回答処理の自動化により 
 納品遅れを月間２０件から５件に削減 

・車両の走行位置、タイヤの空気圧情報、 
 温度情報をデジタルデータで管理し、 
 車両の安全を確保 

・倉庫毎の入出庫の前日状況を自動集計、 
 夜間に自動配信することで、お客様 
 サービスを向上 
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